
 

中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会（第１回） 
 議事次第 

 
 
 
１ 日時  平成２５年１１月１２日（火）１８：００～２０：００  
 
２ 場所  文部科学省 生涯学習政策局会議室（東館９階） 
 
３ 議題  「中高生を中心とした子供の生活習慣づくりの現状と課題について」 
  
４ 議事次第 
 
 （１）趣旨説明 
 （２）これまでの文部科学省の施策等について 
 （３）討議 
  
５ 配付資料 
 
  資料１ 中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会設置要綱 
 資料２ 中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会委員名簿 
 資料３  検討委員会スケジュール（案） 
 資料４ 検討委員会の検討内容の公開について（案） 
 資料５ 中高生を中心とした子供の生活習慣づくりの現状と課題について 
資料６ 主な論点（案） 
別添  参考資料 

 
（机上配布資料） 
 ・家庭教育支援の推進に関する検討委員会報告書「つながりが創る豊かな家庭教育」 
 ・パンフレット「教育振興基本計画（平成 25 年 6 月 14 日閣議決定）」 

 ・リーフレット「できることからはじめてみよう早ね早おき朝ごはん」 
 ・パンフレット「企業と家庭で取り組む早寝早起き朝ごはん」 
・冊子「早寝早起き朝ごはんガイド」 
・冊子「みんなで早寝早起き朝ごはん～子どもの生活リズム向上ハンドブック～」 



資料１ 

中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会設置要綱 

 

平成２５年１０月２４日 

生涯学習政策局長決定 

１ 趣旨 

ライフスタイルの多様化などにより、子供たちの生活習慣の乱れが、学習意欲や体力、

気力の低下の要因の一つとして指摘され、平成１８年から民間等との連携による「早寝

早起き朝ごはん」国民運動を推進し、これまで小中学生の起床時間や朝食摂取など一定

の成果も上がっている。 

教育振興基本計画では、豊かなつながりの中での家庭教育支援のための主な取組とし

て、子供から大人までの生活習慣づくりを推進することとしており、家庭や企業等の更

なる理解と協力や、学校・家庭・地域における生活習慣づくりの取組の推進が必要とな

っている。特に、中高校生については、これまでに身につけた生活習慣を基に、生活の

多様化等を踏まえた上で、自己管理していくことが重要な時期であるが、生活圏の拡大

や行動の多様化等により、生活リズムが乱れやすい環境にあり、生活習慣の乱れによる

心身の不調等により、様々な問題行動にも発展する可能性も懸念されている。 

このため、中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討会を設置し、中高

生や保護者等への普及啓発の内容や家庭をはじめ学校や地域における効果的な取組を行

うための知見・ノウハウについて検討することとする。 

 

２ 検討事項 

 

（１）子供、保護者への普及啓発等の内容について（主に中高生対象） 

   ・生活リズムを確保することのメリット・生活リズムが乱れることのリスク 

   ・生活リズムを確保するための留意点   

（２）子供の生活習慣づくりに関する学校、家庭、地域における取組みの在り方  

（３）その他、子供の自立と生活習慣との関連性等に関して検討することが必要な事項 

 

３ 実施方法 

検討委員会における委員は各分野の専門家等で構成し、２に掲げる事項について検

討を行う。なお、必要に応じて、委員以外の者の協力を得ることができる。 

 

４ 実施期間 

平成２５年１０月２４日から平成２６年３月３１日までとする。 

 

５ その他 

（１）委員会の庶務は、生涯学習政策局男女共同参画学習課家庭教育支援室において

処理する。 

（２）本要綱に定めるもののほか、委員会の運営に際し必要な事項がある場合には別

に定める。 

 



資料２ 
 

中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会 

委員名簿 

 

 

 

大久保 貴 世  一般財団法人インターネット協会主幹研究員 

 

 

 

景 山   明  雲南市教育委員会統括監 

 

 

 

木 村 治 生  ベネッセ教育総合研究所初等中等教育研究室室長 

 

 

 

鈴 木 みゆき  和洋女子大学人文学群心理・社会学類人間発達学専修 

こども発達支援コース教授 

 

 

成 田 奈緒子  文教大学教育学部特別支援教育専修教授、小児科専門医 

 

 

 

原 田 哲 夫  高知大学教育研究部人文社会科学系教育学部門教授 

 

 

 

前 田   勉  特定非営利活動法人里豊夢わかさ理事長 

 

 

 

（五十音順） 



資料３ 
 

 

 

中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会スケジュール（案） 

 

 

 

１１月１２日  第 1 回 検討委員会 

 

審議内容：中高生を中心とした子供の生活習慣づくりの現状と課題に 

ついて 

 

 

 

１月下旬   第２回 検討委員会 

 

審議内容：子供や保護者に対する効果的な普及啓発内容や学校・家庭 

・地域における具体的取組の在り方等について 

 

 

 

３月中旬   第３回 検討委員会 

 

審議内容：子供や保護者に対する効果的な普及啓発内容や学校・家庭 

・地域における具体的取組の在り方等について 

 

まとめ（案）の審議 

 

 

 

 

 ※第４回の開催については、審議の進捗に応じて実施 

 



資料４ 
 

平 成 ２ ５ 年 １ １ 月   日 

中 高 生 を 中 心 と し た 子 供 の 

生活習慣づくりに関する検討委員会決定 

                          

 

中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会 

の検討内容の公開について（案） 

 

記 

 

１． 議事の公開 

本検討委員会の議事については、会議の円滑な実施に影響が生じるもの

として本検討委員会において非公開とすることが適当であると認める案

件を検討する場合を除き、原則として公開するものとする。 

 

２． 議事要旨の公開 

   本検討委員会の議事要旨を作成し、公開するものとする。 

 

３． 会議資料の公開 

   会議資料については、会議の円滑な実施に影響が生じるものとして本検

討委員会において非公開とすることが適当であると認める資料を除き、公

開するものとする。 



中高生を中心とした子供の
生活習慣づくりの現状と課題について

資料５

中高生を中心とした子供の生活習慣づくりに関する検討委員会（平成２５年１１月）

目 次

１．子供・若者の生活行動・意識について

２．子供・若者の問題行動等について

３．中高生のインターネット等の利用について

４．生活習慣づくりに関する国の施策等について

５．子供の生活習慣づくりに関する取組事例

６．子供の自立について
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内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

2



内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

3



内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

4



内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について

5



内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）
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１．子供・若者の生活行動・意識について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）
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内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

１．子供・若者の生活行動・意識について
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就寝と学力との関係

＜小学６年生＞ ＜小学６年生＞

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。
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毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。

文部科学省「全国学力・学習状況調査」（平成24年度）
（Ａは主として「知識」に関する問題 Ｂは主として「活用」に関する問題）

毎日同じくらいの時間に寝起きしている児童ほど、学力調査の平均正答率が高い傾向。

１．子供・若者の生活行動・意識について

○朝食の摂取と学力調査の平均正答率との関係

＜小学６年生＞ ＜中学３年生＞
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朝食摂取と学力との関係

毎日朝食をとる児童生徒ほど、学力調査の得点が高い傾向。

文部科学省「全国学力・学習状況調査」（平成24年度）
（Ａは主として「知識」に関する問題 Ｂは主として「活用」に関する問題）

１．子供・若者の生活行動・意識について
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○朝食の摂取状況と新体力テストの体力合計点との関係

文部科学省「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」（平成24年度）

朝食摂取と体力との関係

毎日朝食をとる児童生徒ほど、新体力テストの得点が高い傾向。

１．子供・若者の生活行動・意識について

独立行政法人日本スポーツ振興センター「児童生徒の食生活等実態調査報告書」（平成17年度）

１．子供・若者の生活行動・意識について
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２．子供・若者の問題行動等について
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内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

暴力行為

２．子供・若者の問題行動等について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

いじめ

２．子供・若者の問題行動等について

12



内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

不登校

２．子供・若者の問題行動等について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

中途退学

２．子供・若者の問題行動等について
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自殺

文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（平成23年度）

（注１）昭和５１年までは公立中・高等学校を調査。昭和５２年からは公立
小学校、平成１８年度からは国私立学校も調査。

（注２）昭和４９年から６２年までは年間の数、昭和６３年以降は年度間の
数である。

（注３）平成２３年度総数の内訳は、国立1人、公立159人、私立42人である。
（注４）学校が把握し、計上したもの。

児童生徒の自殺の状況（学校から報告のあったもの）

２．子供・若者の問題行動等について

文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（平成23年度）

２．子供・若者の問題行動等について
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内閣府「自殺対策白書」（平成25年版）

自殺

我が国における若い世代の自殺は深刻な状況にあり、20～39歳の各年代の死因の第１位は自殺となっている。
こうした状況は国際的に見ても深刻であり、15～34歳の若い世代で死因の第１位が自殺となっているのは先進
７カ国では日本のみで、その死亡率も他の国に比べて高いものとなっている。

２．子供・若者の問題行動等について

内閣府「自殺対策白書」（平成25年版）

２．子供・若者の問題行動等について
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内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

若年無業者

２．子供・若者の問題行動等について

内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

フリーター

２．子供・若者の問題行動等について
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内閣府「子ども・若者白書」（平成25年版）

ひきこもり

２．子供・若者の問題行動等について

内閣府「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）報告書（概要版）」（平成22年度）

２．子供・若者の問題行動等について

調査対象：全国15歳以上39歳以下の者（有効回収数(率) 3,287人（65.7％））収

次にあげられたことについて、あなた自身にあてはまる数字に○をつけてください。（○は各項目につきひとつ）

＜身の回りのことは親にしてもらっている＞

＜深夜まで起きていることが多い＞

『身の回りのことは親にしてもらっている』について聞いたところ、ひきこもり群とひきこもり親和群は、一
般群と比較して、身の回りのことを親に頼る傾向が高かった。

『深夜まで起きていることが多い』について聞いたところ、ひきこもり群は、一般群に比べて、深夜まで起き
ていることが多かった。
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